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歴
史
の
中
の
学
員

　
「
白
雲
な
び
く
駿
河
台
…
…
」
で
始
ま
る
明
治
大
学
校
歌
の
作

詞
者
と
し
て
有
名
な
児
玉
花
外
に
よ
っ
て
「
関
東
血
の
花　

横
田

法
相
」
と
う
た
わ
れ
た
立
憲
政
友
会
の
代
議
士
横
田
千
之
助
は
、

本
学
出
身
の
学
員
と
し
て
初
の
国
務
大
臣
と
な
っ
た
人
物
で
あ

る
。

　

横
田
は
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
、
栃
木
県
足
利
市
に
生
ま
れ

た
。
生
家
は
江
戸
時
代
、
代
々
名
主
を
務
め
た
富
裕
な
家
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
父
市
太
郎
が
生
糸
相
場
で
失
敗
し
た
た
め
、
累
代

の
家
屋
敷
を
手
放
し
、
生
活
は
一
転
し
て
貧
窮
を
極
め
、
千
之
助

は
染
物
屋
に
丁
稚
奉
公
に
出
さ
れ
る
な
ど
の
辛
酸
を
な
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

彼
は
こ
の
よ
う
な
生
活
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
単
身
上
京
し
、

新
聞
配
達
を
し
て
自
活
を
始
め
た
。
一
時
、
軍
人
を
志
し
た
り
小

説
家
に
憧
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
九
〇
年
、
新
聞
の
「
書
生
入

用
」
広
告
が
縁
と
な
っ
て
星
亨
の
書
生
と
な
っ
た
。
千
之
助
二
十

歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

星
は
、
横
田
の
志
望
が
弁
護
士
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
東
京
法

学
院
に
入
る
こ
と
を
す
す
め
た
。
英
国
留
学
の
経
験
を
も
ち
、
司

法
省
付
属
代
言
人
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
星
は
、
東
京
法
学
院
が

英
国
の
ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル
で
英
法
を
学
ん
だ
穂
積
陳
重
、
岡
村
輝

彦
、
増
島
六
一
郎
ら
が
創
立
し
た
学
校
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、

同
校
の
建
学
の
旨
趣
が
「
法
律
の
実
地
応
用
」
で
あ
る
こ
と
を
十

分
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

東
京
法
学
院
に
入
学
し
た
横
田
は
邦
語
法
学
科
に
籍
を
置
い
て

勉
学
に
励
み
、
二
年
生
の
時
に
優
等
生
の
一
人
に
選
ば
れ
褒
賞
を

受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
在
学
中
の
九
三
年
二
月
に
は
み
ご
と
に

代
言
人
試
験
に
合
格
し
、
同
年
七
月
に
東
京
法
学
院
を
卒
業
し

た
。

　

弁
護
士
と
な
っ
た
横
田
は
星
法
律
事
務
所
の
一
員
と
な
り
、
三

年
後
の
九
六
年
、
星
亨
が
駐
米
公
使
と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
赴
任

す
る
と
、
星
に
代
わ
っ
て
法
律
事
務
所
の
一
切
を
任
さ
れ
る
ほ
ど

に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
一
年
、
星
が
伊
庭
壮
太
郎
の
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横
田
千
之
助　

学
員
初
の
大
臣

出
身
地　

栃
木
県
足
利
市

生　

年　

一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
八
月
二
十
二
日

没　

年　

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
二
月
四
日

凶
刃
に
倒
れ
る
と
、
弁
護
士
か
ら
代
議
士
へ
の
転
身
を
は
か
り
、

一
二
年
五
月
の
第
一
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
郷
里
栃
木
県
郡
部

か
ら
立
候
補
し
て
当
選
、
立
憲
政
友
会
の
代
議
士
と
な
っ
た
。

　

以
後
二
四
年
ま
で
連
続
五
回
当
選
を
果
た
し
、
そ
の
間
、
政
友

会
総
裁
原
敬
に
政
治
的
手
腕
を
か
わ
れ
、
一
四
年
に
政
友
会
幹
事

長
、
一
八
年
の
原
敬
内
閣
時
に
は
法
制
局
長
官
に
抜
擢
さ
れ
、
高

橋
是
清
政
友
会
総
裁
の
も
と
で
も
第
二
次
護
憲
運
動
を
推
進
す
る

原
動
力
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
二
四
年
の
総
選
挙
で
護
憲
三
派
が
圧
勝
し
、
加
藤
高

明
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
横
田
は
政
友
会
を
代
表
し
て
司
法
大
臣

に
就
任
し
た
。「
横よ
こ

千せ
ん

」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
親
し
ま
れ
、
普
通

選
挙
の
実
施
と
貴
族
院
改
革
に
精
力
を
傾
け
た
、
東
京
法
学
院
出

身
の
国
務

大
臣
が
誕

生
し
た
の

で
あ
る
。

　

横
田
の

入
閣
は
、

中
央
大
学

に
と
っ
て

も
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
学
員
会
主
催
の
祝
賀

会
が
上
野
精
養
軒
で
盛
大
に
催
さ
れ
、
創
立
者
元
田
肇
や
岡
野
敬

次
郎
学
長
を
は
じ
め
二
五
〇
人
の
学
員
が
祝
賀
に
か
け
つ
け
た
。

そ
の
席
上
、
学
員
会
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
卜う

ら

部べ

喜
太
郎

は
、「
今
回
横
田
千
之
助
君
が
率
先
し
て
司
法
大
臣
に
親
任
せ
ら

れ
た
る
は
実
に
我
大
学
出
身
者
よ
り
大
臣
に
親
任
せ
ら
れ
た
る
元

祖
で
あ
り
ま
す
開
山
で
あ
り
ま
す
、
即
ち
横
田
君
は
我
中
央
大
学

出
身
の
同
輩
及
後
進
の
為
め
に
新
た
に
大
臣
道
を
開
拓
し
た
る
殊

勲
者
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
貧
窮
か
ら
身
を
お
こ
し
、

奮
闘
努
力
の
結
果
功
な
っ
た
横
田
を
学
生
の
模
範
で
あ
る
と
称
賛

し
た
。

　

し
か
し
、
祝
賀
会
に
集
ま
っ
た
学
員
の
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、

横
田
千
之
助
は
大
臣
就
任
後
わ
ず
か
七
ヵ
月
余
に
し
て
急
逝
し

た
。
享
年
五
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
横
田
の
早
す
ぎ
る
死
を
悼
む
声

は
学
員
、
政
界
に
限
ら
ず
各
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
政

党
政
治
の
実
現
に
向
け
ら
れ
た
彼
の
理
想
は
昭
和
政
治
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
戦
前
期
に
お
け
る
政
治
過
程
は
、

軍
部
の
台
頭
と
と
も
に
「
横
千
」
の
理
想
を
打
ち
砕
い
た
の
で
あ

る
。

横田千之助（1915 年頃）


